






























































































ではない。 （ロング（2010）P．179（注 4 ））
　そこで、新春名刺がどのくらいの割合で毛筆で書かれているかをながめてみ
ると、例えば2 ページの図 1 は1972（昭和47）年 1 月 1 日付読売新聞34面だが、
ここには26名分の新春名刺が掲載されており、明朝体が 4 名、ペンを用いたと
思われるものが 2 名で、残りの20名分は毛筆を用いたものと見られる。また、
1992（平成 4 ）年 1 月 1 日付読売新聞25面から切り取った図 2 は、30名分の新
春名刺が掲載されており、明朝体が20名、ペンまたは毛筆を用いたと思われる


















　図 3 が表 1 の全人数の内訳である。図のタイトルとして並記した「書体」と
「筆記具」は別の概念であり本来並べられるものではないが、書かれた（印刷



























































































































































































































































































（平成29）年 2 月16日～ 2 月26日）、成田国際空港「日本の書道文化展」（2017（平

























































































（注 5 ）1 月 4 日以降の紙面にも掲載されている新春名刺があるが、数はそれ













































































































































2018年 5 月22日（火）～2018年 6 月10日（日）
http://www.tnm.jp/modules/r_event/index.php?controller=dtl&cid=4&id=
9550
BackhausPeter（2007）Linguistic Landscapes A Comparative Study of Urban 
Multilingualism in TokyoClevedon,MultilingualMatters
本稿は、平成29年度専修大学長期在外研究「非漢字系日本語学習者に対する漢
字教育と日本事情との関連付け」の成果である。
